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働
く
人
シ
リ
ー
ズ
�　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
職
人

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
な
ど
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
な
ど
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

属
の
弦
楽
器
を
、
手
作
業
で
製
作
し
ま
す
。
何
年
も
寝
か
せ
た
木

属
の
弦
楽
器
を
、
手
作
業
で
製
作
し
ま
す
。
何
年
も
寝
か
せ
た
木

を
削
り
伝
統
技
術
を
駆
使
し
、
た
く
さ
ん
の
工
程
を
経
て
作
り
上

を
削
り
伝
統
技
術
を
駆
使
し
、
た
く
さ
ん
の
工
程
を
経
て
作
り
上

げ
ま
す
。
ま
た
修
理
や
古
い
楽
器
を
修
復
す
る
こ
と
も
大
事
な
仕

げ
ま
す
。
ま
た
修
理
や
古
い
楽
器
を
修
復
す
る
こ
と
も
大
事
な
仕

事
で
す
。

事
で
す
。��

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

市議会だより市議会だより



令
和
７
年

令
和
７
年  

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

２ 
  21

３ 
  19

　
令
和
7
年
第
1
回
定
例
会
で
は
、
令
和
7
年
度
一
般

会
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
資
料
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任

命
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
41
件
及
び
委
員
会
提
出
議
案

1
件
が
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
少
年
有
害
情
報
へ
誘
導
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
広
告
の
規
制
を
求
め
る
意
見
書
は
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和７年度
一般会計予算　527億6694万円
 収入  主なもの   支出　
市税
184億2966万円 前年度比

13億253万円増

人件費
  69億3872万円 前年度比

3億4396万円増所得・土地・家屋・たばこ等
に対する税

職員の給与など

地方消費税交付金
  25億8000万円 前年度比

2億1700万円増

扶助費
147億1449万円 前年度比

12億1158万円増消費税の市への割り当て分 生活援助に要する経費

地方交付税
  50億円 前年度比

1億円増

公債費
  43億9626万円 前年度比

1億5253万円減国からもらうお金 借入れの返済

繰入金
  48億5458万円 前年度比

1億275万円減

普通建設事業費
  79億4537万円 前年度比

30億231万円増基金からの繰入れ 建設に関する費用

建設等に係る事業債
  46億8100万円 前年度比

22億5480万円増

積立金
    2億437万円 前年度比

4704万円増建設に関する借入れ 基金などに積み立てる費用

（１万円未満切捨て）

前年度比
56億9656万円増

ふ
じ
み
野
市
誕
生

ふ
じ
み
野
市
誕
生
2020
周
年
周
年

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ　

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ　

担
の
継
続
、
民
間
保
育
所
等

の
食
材
費
上
昇
分
を
支
援
す

る
。

問　
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
は
。

答　
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
各
自

治
組
織
や
市
文
化
協
会
が
実

施
す
る
事
業
等
へ
の
補
助
金
、

上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
及
び
お

お
い
祭
り
の
実
行
委
員
会
へ

の
補
助
金
を
拡
充
す
る
。

問　
地
域
で
の
支
え
合
い
や

見
守
り
の
取
り
組
み
は
。

答　

引
き
続
き
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

し
、
生
活
支
援
体
制
の
整
備

を
図
る
。

問　
子
育
て
支
援
事
業
の
概

要
は
。

答　
子
育
て
す
る
な
ら
ふ
じ

み
野
市
の
推
進
を
図
る
も
の

は
、
は
じ
め
て
子
育
て
コ
ン

シ
ュ
ル
ジ
ュ
事
業
を
継
続
す

る
。
児
童
発
育
・
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
巡
回
相

談
支
援
事
業
は
、
小
学
生
ま

で
対
象
を
拡
大
す
る
。

問　
学
校
教
育
で
の
取
り
組

み
は
。

答　
市
内
18
校
を
対
象
と
し

た
民
間
施
設
を
活
用
し
た
水

泳
学
習
を
継
続
す
る
。
東
原

小
学
校
と
東
台
小
学
校
の
統

合
に
よ
る
環
境
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
東
原
小
学
校
に

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

常
時
配
置
す
る
。

問　
そ
の
他
の
新
規
事
業
は
。

答　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
読
み

込
む
と
申
請
書
を
自
動
作
成

す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
医

療
的
ケ
ア
児
の
支
援
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
計
画
作
成

へ
の
事
業
者
補
助
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接

種
に
向
け
た
助
成
な
ど
を
行

う
。

　

東
台
小
学
校
の
今
後

休
校
期
間
中
も 

 

地
域
で
活
用

問　
４
月
に
東
原
小
学
校
と

統
合
さ
れ
る
東
台
小
学
校
の

今
後
の
施
設
活
用
の
方
向
性

は
。

答　
県
と
協
議
し
、
県
立
の

特
別
支
援
学
校
と
し
て
設
置

す
る
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
現
在
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体

育
館
、
音
楽
室
、
図
工
室
等

が
一
般
市
民
に
開
放
さ
れ
活

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
指
定

避
難
所
に
も
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
活
用
で

き
る
よ
う
に
協
議
を
進
め
て

い
る
。
県
も
地
域
協
働
学
校

を
推
進
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
開
放
は
前
向
き
な

検
討
が
期
待
で
き
る
。

　
特
別
支
援
学
校
の
準
備
期

間
及
び
開
校
後
に
お
い
て

も
、
地
域
開
放
等
の
継
続
に

向
け
て
し
っ
か
り
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

歳
入 

 

市
税
が
増
収
見
込
み

問　
増
収
の
要
因
は
。

答　

個
人
市
民
税
は
、
約

７
億
８
８
０
０
万
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
要

因
は
、
賃
上
げ
や
雇
用
環
境

の
改
善
等
に
よ
る
納
税
義
務

者
数
と
所
得
の
増
加
、
さ
ら

に
定
額
減
税
の
反
動
増
に
よ

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

法
人
市
民
税
は
、
約

５
２
０
０
万
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
る
。
そ
の
要
因

は
、
労
働
環
境
の
改
善
や
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
個
人
消

費
の
緩
や
か
な
回
復
な
ど
が

あ
り
、
企
業
収
益
も
堅
調
に

伸
び
て
い
く
と
想
定
し
て
い

る
。
多
く
の
業
種
で
、
売
上

高
の
増
加
が
想
定
さ
れ
、
市

内
法
人
も
同
様
な
状
況
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
固
定
資
産
税
は
、
約
３
億�

６
６
０
０
万
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
る
。そ
の
要
因
は
、

土
地
が
前
年
度
並
み
で
あ
る

も
の
の
、
家
屋
が
マ
ン
シ
ョ

ン
や
倉
庫
な
ど
の
大
規
模
物

件
の
新
築
に
よ
る
増
加
、
償

却
資
産
に
よ
る
設
備
投
資
促

進
に
よ
る
増
加
な
ど
が
あ
る

と
考
え
る
。

　

都
市
計
画
税
は
、
約

６
７
０
０
万
円
の
増
額
を
見

込
ん
で
い
る
。
そ
の
要
因

は
、
対
象
外
で
あ
る
償
却
資

産
を
除
き
、
固
定
資
産
税
と

同
様
な
理
由
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

歳
出 

 

新
規
事
業
・
拡
充
事
業

問　
物
価
高
騰
対
策
事
業
の

概
要
は
。

答　
物
価
高
騰
対
策
は
各
事

業
の
資
材
価
格
の
高
騰
、
賃

金
上
昇
等
の
影
響
を
見
込
ん

で
い
る
。
市
立
の
小
・
中
学

校
及
び
保
育
所
の
給
食
に
係

る
食
材
費
上
昇
分
の
公
費
負

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

青
　
藍
　
会
　
山
田
　
敏
夫 

議
員

公
　
明
　
党
　
川
畑
　
京
子 

議
員

日
本
共
産
党
　
塚
越
　
洋
一 

議
員

会
派
外
の
議
員
　
民
部
　
佳
代 

議
員

◆
議
案
に
対
す
る
総
括
質
疑

青
　
藍
　
会
　
鈴
木
　
宏
樹 

議
員

公
　
明
　
党
　
古
越
　
孝
子 

議
員

日
本
共
産
党
　
塚
越
　
洋
一 

議
員

東台小学校の思い出 をのせて東台小学校の思い出 をのせて
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本会議での質疑をまとめています。本会議での質疑をまとめています。

総 括 質 疑



問　
今
回
の
事
業
の

目
的
は
。

答　

市
内
産
の
米
、

彩
の
き
ず
な
を
使
用

し
、
地
産
地
消
の
推

進
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で
あ
る
。

問　
名
称
や
製
造
本

数
は
。

答　
名
称
は
「
河
岸

の
蔵
」
に
決
定
し
た
。

製
造
本
数
は
７
２
０

㎖
、
１
５
０
０
本
を

予
定
し
て
お
り
、
こ

の
う
ち
約
半
分
を
静

岡
の
海
に
沈
め
て
海

中
熟
成
に
し
て
飲
み

比
べ
で
き
る
よ
う
２

種
類
を
予
定
し
て
い

る
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周

年
記
念
式
典
の
10
月
５
日
に

お
披
露
目
し
、
周
知
を
行
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
来
年

度
以
降
の
販
売
も
継
続
し
て

実
施
し
て
い
く
。

問　
販
売
方
法
は
。

答　
観
光
協
会
は
酒
販
の
免

許
が
な
い
た
め
、
現
在
調
整

中
で
あ
る
。

問　
南
台
あ
す
な
ろ
公
園
の

園
地
改
修
工
事
内
容
は
。

答　
広
場
の
表
層
が
飛
散
等

に
よ
り
薄
く
な
り
小
石
等
が

出
て
き
て
い
る
た
め
、
真
砂

土
舗
装
の
工
事
を
す
る
。

問　
運
動
公
園
野
球
場
の
改

修
工
事
内
容
は
。

答　
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
と
し

て
内
野
の
黒
土
入
れ

替
え
、
外
野
の
人
工

芝
張
り
替
え
を
行
う
。

　
ま
た
、
内
外
野
の

フ
ェ
ン
ス
等
を
交
換

す
る
。

　
ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
は

塗
り
替
え
を
行
い
、

内
部
の
ベ
ン
チ
は
改

修
を
行
う
。

　
内
野
の
防
球
ネ
ッ

ト
全
面
張
り
替
え
を

実
施
し
、
本
部
席
・
ト
イ
レ

等
の
改
修
を
行
う
。

　
新
た
な
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
も

設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
本
年
12
月
よ
り
野
球
場

を
閉
鎖
し
、
令
和
８
年
10
月

ま
で
の
工
事
を
予
定
し
て
い

る
。

問　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ

る
相
談
の
内
容
は
。

答　

労
災
や
不
当
解
雇
な

ど
、
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

相
談
で
き
る
こ
と
は
、
安
心

し
て
働
け
る
環
境
を
つ
く
る

助
け
と
な
り
大
切
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。

　

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
、

雇
用
保
険
等
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
る
。

問　
こ
れ
ま
で
も
労
働
に
関

す
る
相
談
は
多
か
っ
た
の
か
。

答　
令
和
５
年
度
は
労
働
問

題
が
35
件
で
あ
っ
た
が
、
弁

護
士
相
談
や
行
政
書
士
に
よ

る
生
活
総
合
相
談
で
対
応
し

て
い
た
。

問　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の

対
象
と
金
額
は
。

答　
本
人
用
に
オ
ー
ダ
ー
さ

れ
た
ウ
イ
ッ
グ
及
び
胸
部
補

整
具
が
対
象
と
な
り
、
ウ

イ
ッ
グ
と
下
着
そ
れ
ぞ
れ
一

人
1
回
、
上
限

1
万
円
ず
つ
の
助

成
を
行
う
。

問　
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代

が
ん
患
者
の
在
宅

療
養
支
援
事
業
の

支
援
内
容
は
。

答　
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
終
末
期

の
が
ん
患
者
が
在

宅
医
療
を
行
う
場

合
は
、
介
護
保
険

制
度
や
小
児
慢
性

特
定
疾
病
の
医
療

費
助
成
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
い
た
め
に
経
済

的
負
担
が
大
き
い
。
在
宅
療

養
の
訪
問
介
護
費
用
や
福
祉

用
具
購
入
に
対
し
て
、
月
額

７
万
２
０
０
０
円
を
上
限
に

助
成
を
行
う
。

　
公
園
等
の
維
持
管
理
と
合
わ
せ
老
朽
化
し
た
設
備
の

再
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
運
動
公
園
野
球
場
の
改
修
工
事
も
行
わ
れ
ま

す
。

　
外
見
の
変
化
を
補
う
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
と
し
て
医

療
用
ウ
イ
ッ
グ
や
補
整
下
着
の
購
入
の
助
成
が
始
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
が
ん
患
者
の
在
宅
療
養
の

訪
問
介
護
や
福
祉
用
具
購
入
の
費
用
へ
助
成
が
行
わ
れ

ま
す
。

老
朽
化
し
た

公
園
等
の
再
整
備

が
ん
患
者
の

経
済
的
負
担
軽
減
へ

公
園
緑
地
管
理
事
業

が
ん
対
策
事
業

　
市
民
相
談
事
業
の
拡
充
で
、
今
年
度
か
ら
社
会
保
険

労
務
士
に
よ
る
相
談
と
し
て
年
金
相
談
・
労
働
相
談
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 年

金
や
雇
用
問
題
を

気
軽
に
相
談

市
民
相
談
事
業

　
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周
年
を
機
に
、
市
内
で

作
ら
れ
た
お
米
で
地
酒
を
造
り
、
幅
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
事
業
に
対
し
補
助
が
行
わ
れ
ま
す
。

令和７年度予算 編集委員の注目事業

市
内
産
の
米
を
使
っ
た

地
酒
づ
く
り観

光
協
会
補
助
金

産業

まち
づくり

生活

健康
問　
拡
充
理
由
は
。

答　
近
年
小
学
校
の
現
場
や

保
護
者
等
か
ら
の
相
談
件
数

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

学
校
現
場
に
お
け
る
発

育
・
発
達
に
不

安
の
あ
る
児
童

へ
対
応
す
る
た

め
、
学
校
の
先

生
を
支
援
す
る

事
業
を
拡
充
す

る
。

問　
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組

み
は
。

答　
５
月
と
６

月
に
１
回
、
９

月
と
11
月
に
１

回
、
合
計
２
回

の
巡
回
支
援
を

予
定
し
て
い
る
。

　
学
校
か
ら
の

相
談
で
気
に
な
る
児
童
の
観

察
を
行
い
、
不
安
が
あ
る
場

合
は
保
護
者
と
面
談
し
児
童

の
成
長
に
合
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

　
幼
稚
園
や
保
育
所
等
に
臨
床
心
理
士
等
が
巡
回
し
、

発
育
や
発
達
に
不
安
が
あ
る
子
に
関
わ
る
職
員
の
支
援

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
全
小
学
校
に
も
巡

回
相
談
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

療
育
支
援
ア
ド
バ
イ
ス

小
学
校
ま
で
拡
充

児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

子育て

安心して専門相談ができます

転んでも大丈夫に

問　
事
業
導
入
の
背
景
は
。

答　
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど

も
は
進
学
率
が
低
く
、
情
報

や
支
援
が
届
き
に
く
い
。

　
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
進
路
選
択
の
環
境
改

善
が
重
要
で
あ
る
。

問　
具
体
的
な
支
援
の
内
容

は
。

答　
対
象
者
は
中
高
生
約
60

人
と
そ
の
保
護
者
で
、
こ
ち

ら
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

う
。
全
員
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
し
、
進
路
相
談
や
情
報
提

供
を
通
じ
て
多
様
な
進
路
選

択
を
支
援
す
る
。

　
個
々
に
応
じ
た
学
習
・
生

活
環
境
の
改
善
や
奨
学
金
等

の
情
報
の
提
供
を
行
い
、
学

習
支
援
教
室
と
連
携
し
て
子

ど
も
の
居
場
所
へ
つ
な
げ
て

い
く
。

　
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
及
び
保
護
者
に
家
庭
訪
問

し
、
専
門
家
が
情
報
提
供
や
助
言
を
行
い
、
進
路
選
択

の
環
境
を
改
善
す
る
支
援
が
始
ま
り
ま
す
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で

貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ

子
ど
も
の
進
路
選
択
支
援
事
業

福祉

将来を共に考える

切れ目のない相談支援を

ふじみ野市の米でうまい酒を

ふじみ野市議会だより第 77 号〔R7.5.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 77 号〔2025 年 3 月定例会〕 45



令和７年第１回定例会の提出議案と審議結果
●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果
第 1 号 
議 案

専決処分の承認を求めることについて（令和６
年度ふじみ野市一般会計補正予算（第７号）） 承　認 第 25 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 2 号 
議 案

令和６年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第８号） 可　決 第 26 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 3 号 
議 案

令和６年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第４号） 可　決 第 27 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 4 号 
議 案

令和６年度ふじみ野市介護保険特別会計
補正予算 ( 第３号 ) 可　決 第 28 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 5 号 
議 案

令和６年度ふじみ野市後期高齢者医療事
業特別会計補正予算（第２号） 可　決 第 29 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 6 号 
議 案

ふじみ野市手数料条例の一部を改正する
条例 可　決 第 30 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 7 号 
議 案

ふじみ野市個人番号の利用事務等に関す
る条例等の一部を改正する条例 可　決 第 31 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意

第 8 号 
議 案

職員の分限に関する手続及び効果に関する
条例及びふじみ野市個人情報の保護に関す
る法律施行条例の一部を改正する条例

可　決 第 32 号 
議 案 農業委員会委員の任命について 同　意

第 9 号 
議 案

ふじみ野市職員の勤務時間、休日及び休暇
に関する条例及びふじみ野市職員の育児休
業等に関する条例の一部を改正する条例

可　決 第 33 号 
議 案 農業委員会委員の任命について 同　意

第 10 号 
議 案

ふじみ野市職員の給与に関する条例及び
ふじみ野市一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部を改正する条例

可　決 第 34 号 
議 案 農業委員会委員の任命について 同　意

第 11 号 
議 案

ふじみ野市職員等の旅費に関する条例の
一部を改正する条例 可　決 第 35 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 12 号 
議 案

ふじみ野市予防接種健康被害調査委員会条
例の一部を改正する条例 可　決 第 36 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意
第 13 号 
議 案

ふじみ野市企業職員の給与の種類及び基
準を定める条例の一部を改正する条例 可　決 第 37 号 

議 案 農業委員会委員の任命について 同　意

第 14 号 
議 案

ふじみ野市布設工事監督者の配置基準及び
資格基準並びに水道技術管理者の資格基準
に関する条例の一部を改正する条例

可　決 第 38 号 
議 案 農業委員会委員の任命について 同　意

第 16 号 
議 案

ふじみ野市学校給食センター設置条例の
一部を改正する条例 可　決 第 39 号 

議 案
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて 同　意

第 17 号 
議 案

ふじみ野市立資料館条例の一部を改正する
条例 可　決 第 40 号 

議 案
ふじみ野市立放課後児童クラブの指定管
理者の指定について 可　決

第 19 号 
議 案

令和７年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計予算 可　決 第 41 号 

議 案
令和６年度ふじみ野市一般会計補正予算

（第９号） 可　決
第 20 号 
議 案

令和７年度ふじみ野市介護保険特別会計予
算 可　決 委第 1 号

議 案
ふじみ野市議会個人情報の保護に関する
条例の一部を改正する条例 可　決

第 23 号 
議 案

令和７年度ふじみ野市下水道事業会計予
算 可　決 議第 1 号

議 案
青少年有害情報へ誘導するインターネッ
ト広告の規制を求める意見書 可　決

第 24 号 
議 案

ふじみ野市文化施設整備事業建設工事請負
変更契約の締結について 可　決

●賛否が分かれた議案� 〇：賛成　　×：反対

議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 公明党 日本共産党
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

川
島
　
秀
男

前
田
　
広
子

鈴
木
　
宏
樹

板
倉
　
　
篤

加
藤
　
恵
一

小
林
　
憲
人

山
田
　
敏
夫

古
越
　
孝
子

鈴
木
　
美
恵

川
畑
　
京
子

島
田
　
和
泉

足
立
志
津
子

床
井
　
紀
範

塚
越
　
洋
一

田
中
　
早
苗

金
濵
　
高
顕

坪
田
　
敏
孝

鈴
木
啓
太
郎

近
藤
　
善
則

原
田
　
雄
一

民
部
　
佳
代

第 15 号 
議　 案

ふじみ野市水道事業及び下水道事
業の利益及び資本剰余金の処分に
関する条例の一部を改正する条例

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇〇〇〇〇

第 18 号 
議　 案

令和７年度ふじみ野市一般会計予
算

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇×××〇
第 21 号 
議　 案

令和７年度ふじみ野市後期高齢者
医療事業特別会計予算

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇〇〇〇〇
第 22 号 
議　 案

令和７年度ふじみ野市水道事業会
計予算

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議

長×××〇〇〇〇〇〇〇

※議長は採決に加わっていません。

限られた財源で最大の効果を期待
公明党　古越孝子 議員

賛
成

戦後80年の今こそ平和事業を
日本共産党　塚越洋一 議員

反
対

　物価高騰の影響を受けながらも、継続して学校
給食の賄材料費高騰分を公費負担し、保護者の負
担を増やさない対応は、子育て支援と家計負担軽
減の面で高く評価する。
　また、ステラ・イーストホール棟や運動公園野
球場のスコアボード設置を含む改修工事など、市
民の利便性向上のための公共施設整備が進められ
る。
　限られた財源を有効活用し、誰もが住みたい、
住み続けたいまちの実現に向け、施策の効果が最
大限発揮されることを期待する。

　財源があるにもかかわらず、物価高騰で苦しむ
市民生活を支援する市独自の予算計上が少ない。
もっと市民の命とくらしを守る予算にすべきだ。
　ふじみ野市誕生20周年事業も良いが、今年は
戦後80年の年、戦争体験を語り継ぐ事業など、
平和に関する予算が余りにも少な過ぎる。
　公共施設管理運営の民営化が進められる中で、
市の職員の仕事が現場から遠くなっている。下請
け業者への再委託問題など、契約の在り方につい
ての改善を求める。

生活に寄り添う予算を評価
会派外の議員　民部佳代 議員

賛
成

　家族による相互扶助が弱くなる中、新規事業と
して社労士による市民相談、見守り・死後事務事
業、生活保護世帯の子どもの進路選択支援など、
市民に寄り添い安心して生活できる体制が進めら
れている。
　産業振興では他市にない創業支援策があるの
で、市外にもＰＲし起業したい人を呼びこんでほ
しい。学校給食を無償化した市では、おかずが減っ
ていると聞く。食材費の高騰分を市が負担し、質
を落とさず子どもの食を守る姿勢も評価する。

学校給食へ向き合う姿勢を評価
会派外の議員　金濵高顕 議員

賛
成

　予算は原油価格・物価高騰への対応をはじめ、
市民活動や市内イベントの活性化、子どもと子育
て家庭への支援、災害対策の強化や行政サービス
のデジタル化等々を引き続き実施することから、
賛同ができるものである。
　学校給食について、これまで食材については国
産である原料を使用することを継続して強く求め
てきたが、維持されていることを高く評価する。
　これからもこの姿勢に変化がないこと及び質を
維持し量も維持することを強く要望する。

不透明な時代でも着実な前進を
青藍会　板倉篤 議員

　予算総額が約528億円と過去最大規模となる一
方、給与所得者の賃上げや固定資産税の増などに
より税収も約184億円と過去最高となることが示
された。
　物価高騰対策、保育士等処遇改善、教育・文化・
スポーツ施設整備、防災、窓口業務ＤＸ等が計上
され、不透明な社会経済情勢の中でも市民サービ
スの向上に向け積極的な予算編成であることを高
く評価する。ふじみ野市誕生20周年を迎え、更
なる発展に向けて引き続き計画的な市政運営を期
待する。

賛
成令和７年度

一般会計
　予算討論

賛成多数で可決
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令和６年度 一般会計補正予算（第８号） 全員賛成で可決

問　
市
内
保
育
所
等
運
営
委
託
料
が

約
3
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答　
運
営
委
託
料
の
積
算
根
拠
と
な

る
公
定
価
格
が
、
人
事
院
勧
告
を
反

映
し
て
10
・
７
％
の
大
幅
な
引
き
上

げ
と
な
り
、
さ
ら
に
令
和
6
年
4
月

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
、
令
和
6
年
4
月
か
ら
令

和
7
年
3
月
ま
で
の
増
額
分
を
計
上

し
た
。

問　
増
額
分
は
何
に
充
て
ら
れ
る
の

か
。

答　
今
回
の
公
定
価
格
の
増

額
分
は
人
件
費
で
あ
る
。
現

場
の
保
育
士
等
の
賃
金
改
善

及
び
法
定
福
利
等
の
事
業
主

負
担
に
活
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
各
施
設
に
要
請
し
て
い

る
。

問　
増
額
分
を
保
育
士
の
給

与
と
し
て
確
実
に
支
給
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
市
は
保
育
所
等
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
指
導
・
監
督
を

行
っ
て
い
る
か
。

答　
本
年
１
月
に
公
定
価
格
改
定
の

通
知
と
合
わ
せ
、
事
務
負
担
軽
減
の

た
め
の
ツ
ー
ル
を
送
付
し
て
い
る
。

　
な
る
べ
く
年
度
内
に
給
与
の
増
額

分
を
職
員
に
支
給
で
き
る
よ
う
に
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
ん
で
準
備
を
進

め
て
い
る
。
令
和
7
年
度
に
は
給
与

表
な
ど
給
与
規
定
の
改
定
を
行
う
こ

と
も
求
め
て
い
る
。

災
害
に
備
え

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
導
入

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

文
化
施
設
の
電
気
料
金

高
騰
に
増
額
補
正

歴
史
を
語
り
継
ぐ

博
物
館
を
新
た
に
設
置 文

化
施
設
管
理
運
営
事
業

市
立
資
料
館
条
例
の
一
部
改
正

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
で

働
き
や
す
い
環
境
を

幼
児
教
育
・
保
育
施
設
運
営
支
援
事
業

　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
の
光
熱
水
費
の
精
算
に
伴
い
補
正
予
算
で

指
定
管
理
料
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
規
則
改
正
に
よ
り
椅
子
と
机
の
利
用

料
金
が
無
料
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
指
定
管
理
者
の
減
収

分
の
補
て
ん
と
し
て
予
算
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
と
大
井
郷
土
資
料
館
が
統
合
さ
れ
、
博
物
館
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
旧
大
井
図
書
館
・
旧
大
井
郷
土
資
料
館
が
改
修
さ
れ
、

令
和
８
年
９
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
、
移
動
式
の
水
洗
ト
イ
レ
を
備
え
た
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
と
け
ん
引
車
両
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
等
の
給
与
算
定
の
ベ
ー
ス
と
な
る
公
定

価
格
が
昨
年
度
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て

保
育
士
等
の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問　
文
化
施
設
指
定
管
理
料
で
光
熱

水
費
が
８
３
０
万
円
増
額
と
な
っ
た

理
由
は
。

答　
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
の
指
定
管

理
契
約
で
、
当
初
仕
様
書
の
中
に
２

年
間
分
の
光
熱
水
費
の
状
況
を
見

て
、
３
年
目
以
降
の
額
を
確
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
令
和

６
年
度
分
の
精
算
に
伴
い
補
正
予
算

で
増
額
す
る
。

問　
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
料
が
増
額
さ
れ
て
い
る
。
電
気
料

金
以
外
の
増
額
の
内
容
は
。

答　
当
初
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
椅
子
と
机

は
、
利
用
料
金
が
発
生
し
て
い
た
。

　
令
和
４
年
に
椅
子
と
机
の
利
用
料

金
を
徴
収
し
な
い
こ
と
を
検
討
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
市
が
減
収
分
を
補

て
ん
す
る
協
議
書
を
交
わ
し
た
た

め
、
補
正
予
算
で
増
額
す
る
。

問　
博
物
館
に
す
る
目
的
は
。

答　
資
料
を
収
集
し
、
教
育
等
を
行
っ
て

い
く
機
関
、
施
設
と
な
る
。
博
物
館
法
に

の
っ
と
り
、
今
ま
で
の
資
料
館
よ
り
も
幅

広
い
も
の
を
対
象
と
す
る
。

問　
博
物
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

答　
市
の
郷
土
、
歴
史
、
文
化
を
総
体
的

に
学
べ
る
展
示
機
能
を
充
実
し
た
施
設
を

検
討
し
て
い
る
。
文
化
財
の
保
存
活
用
の

拠
点
、
地
域
と
と
も
に
学
び
伝
え
る
拠
点

と
し
て
の
機
能
も
持
た
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
福
岡
小
学
校
の
前
身
に
あ
た
る
三
福

学
校
の
展
示
が
で
き
な
い
か
。

答　
新
博
物
館
に
お
い
て
、
三
福
学
校
の

一
部
の
部
材
を
使
っ
た
展
示
を
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
模
型
を
利
用
し
て
内
部
も
見
ら

れ
る
よ
う
工
夫
し
た
り
、
映
像
を
活
用
す

る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

問　
歴
史
と
文
化
に
限
定
せ
ず
、
様
々
な

社
会
教
育
に
活
用
で
き
る
施
設
を
目
指
す

と
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
。

答　
市
は
合
併
し
て
20
年
を
迎
え
、
新
し

く
転
入
し
た
住
民
も
増
え
た
。

　
本
市
の
歴
史
と
文
化
を
総
体
的
に
学
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、
体
験
学
習
や
市
民
の
交

流
の
場
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
も
併
せ
て

整
備
す
る
。
さ
ら
に
様
々
な
社
会
教
育
の

場
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問　
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
概
要
は
。

答　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ
れ
た
4
つ

の
個
室
に
水
洗
式
の
洋
式
便
器
、
照
明
、

手
洗
器
な
ど
の
設
備
が
あ
り
、
断
水
時
に

も
対
応
で
き
る
。

　
外
装
は
、
市
の
名
前
の
ほ
か
、
ふ
じ
み

野
市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
た
ふ
じ
み
ん

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
考
え
て
い
る
。

問　
ト
イ
レ
と
車
両
が
一
体
と
な
っ
た
ト

ラ
ッ
ク
で
は
な
く
ト
レ
ー
ラ
ー
型
と
し
た

理
由
は
。

答　

物
資
の
搬
送
等
に
適
し
て
い
る
た

め
、
被
災
地
へ
の
物
資
支
援
に
も
対
応
で

き
る
こ
と
や
、
ト
イ
レ
部
分
の
入
れ
替
え

が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

問　
ど
の
よ
う
な
と
き
に
使
う
の
か
。

答　
災
害
時
に
指
定
緊
急
避
難
場
所
な
ど

で
の
運
用
の
ほ
か
、
市
の
総
合
防
災
訓
練
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
お
お
い
祭
り
、
上

福
岡
七
夕
ま
つ
り
な
ど
多
く
の
人
が
集
ま

る
場
所
で
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
被
災
地
へ
の
派
遣
も
行
っ
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問　
保
管
場
所
は
。

答　
市
防
災
備
蓄
品
管
理
倉
庫
隣
接
の
公

用
車
駐
車
場
を
考
え
て
い
る
。

旧大井図書館が市立博物館に

災害やイベントで大活躍

芸術に親しむステラ・ウェストホール

条例改正
全員賛成で可決

補正予算
全員賛成で可決
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議 案 審 議議 案 審 議
本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。



Ｑ　市運動公園野球場改修をどう思いますか。
Ａ　昭和54年に整備されてから、すでに40年
以上経過していたため、施設の各所で老朽化が
進んでいます。特に水はけの悪いグラウンドの
土の手入れには苦心していて、関係役員で行っ
ていました。
　改修は長年の願いでしたので、市の取り組み
には感謝しています。他県との試合もあります

ので、自慢できるグラウンドに改修されること
で利用率が高くなるのではと考えています。
Ｑ　特に改修を望んだ箇所はありますか。
Ａ　まず第一に内野の土の入れ替えです。
　また、スコアボードの設置や安全性の向上か
ら、内外野のフェンスの交換、バックネット、
防球ネットの交換も要望しました。
Ｑ　今後、市運動公園野球場に何を望みますか。
Ａ　指定管理者の専門知識や技術によりグラウ
ンド整備の安全性と質の向上に期待したいです。
Ｑ　市に対する要望はありますか。
Ａ　駐車場が不足していますので、増やしてほ
しいです。野球は荷物が多く重いのでグラウン
ドのそばに駐車場があると助かります。
　また、運動公園と第２運動公園を一体として
利用するために、新河岸川に連絡橋を設置して
ほしいです。

interview 01 社会保険や労働問題をアドバイス

interview 02 ふじみ野市運動公園野球場の改修工事を実施

市民総合相談で、今年度から新たに社会保険労務士による相談が始まります。
社会保険労務士は、社会保険制度や労働法の専門家です。
担当の相談員にどのような相談ができるかなどを伺いました。

市スポーツ協会や野球連盟等からの要望もあり、老朽化した施設の改修工事が実施されます。
関係者の皆さんから期待の声などを伺いました。

久
く

下
げ

國
くに

太
た

郎
ろう

さん　　　中
なか

尾
お

龍
りゅう

二
じ

さん

Ｑ　どのような相談がありますか。
Ａ　多いのは年金の相談です。最近はねんきん
定期便があるので老齢年金の相談は減りました
が、障害年金の相談は多いです。身体障がいは
分かりやすいですが、内臓疾患や精神疾患だと
手続きも難しくなります。
　障害年金がもらえることを知らない人もいま
す。障害者手帳と障害年金の等級は別です。
　例えば、がん患者の場合は障がい者ではあり

ませんが、病状などによっては障害年金の対象
になることは知られていません。
Ｑ　他にはどんな相談がありますか。
Ａ　労働相談も受けています。賃金未払いや解
雇、ハラスメントなども相談してください。
Ｑ　働き方が多様になって、どうしたら有利に
なるのか分からないという話も聞きます。
Ａ　そうですね。年収の壁の問題や高齢者の働
き方の相談も増えそうです。時給が上がって、
働く時間を減らした方がいいのかという悩みも
あるかもしれません。
Ｑ　社会保険労務士の市民相談を行う自治体は
多いですか。
Ａ　事業者の相談は商工会を通じて受けていま
すが、個人からの相談は県社会保険労務士会川
越支部が管轄する16市町村のうち、ふじみ野
市を含めて２市だけです。ぜひお気軽にご相談
ください。

柴
しば

﨑
さき

智
とものり

紀さん　　　岡
おかじま

島千
ち

秋
あき

さん

Ｑ　ふじみ野市の好きなところはありますか。
Ａ　本山さん �落ち着いた雰囲気だけどちゃんと

発展していて便利なのがいいと思
います。

　　廣田さん �地域の人と交流があるところや自
然があるところ。買い物できると
ころがいろいろあるのも好きです。

Ｑ　近くにこんな遊び場があったらいいなとい�

うものはありますか。
Ａ　本山さん �僕はあまり外に出る感じではない

ですが、身近なところにあったら
いいですね。

　　廣田さん �気軽に遊べて、遊ぶ種類の幅が広
い場所があるといいと思います。

Ｑ　将来挑戦したいことはありますか。
Ａ　本山さん �自分で会社を立ち上げたいです。
　　廣田さん �イラストやデザインなど好きなこ

とを仕事にしたいです。
Ｑ　大人になることをどう思いますか。
Ａ　本山さん �社会の厳しさだったりがあると思

うのでちょっと怖いですね。大人
は大変そうだから子どものままが
いいです。

　　廣田さん �責任が増える不安もあるけれど、
自由が増えて目標に近づけるプラ
ス面もあると思います。

今新しい世界に踏み出そうとしている子どもたちに、まちのことや将来への想いを聞きました。

卒業を迎えた小学生に聞きました卒業を迎えた小学生に聞きました子どもたち子どもたちにに聞きました聞きました
連 載 企 画

葊
ひろ

田
た

小
こ

雪
ゆき

さん　　本
もとやま

山絢
けん

登
と

さん

　本会議場では子ども議員が発言体験として、市のパワースポットなど魅力発信、アーバンスポー
ツができる公園づくり、消費税の使い方などについて、質問が行われました。
　また、学校グループと遊び場グループに分かれてのグループワークでは、子ども議員から様々
な意見が出されました。

　市議会では市内の小学校４年生から６年生までを
対象に、本市や市議会に関するクイズ、委員会のグ
ループワーク、本会議場での発言体験など、子ども
議会体験ツアーを１月18日に開催しました。

小学生が子ども議員として議会体験

子ども議会体験ツアー

●遊び場グループの主な意見
・公園でボール遊びができるようにしてほしい。
・公園のトイレがきれいだったら安心できる。
・児童館におもちゃを増やしてほしい。
・�公園にラインを引く石灰があると、遊びの幅
が広がる。

・福岡中央公園の滑り台がコンクリートで痛い。

●学校グループの主な意見
・�給食の食べる時間が少ないので、給食の時間
を長くしてほしい。
・給食のデザートがおいしいから満足している。
・�給食の飲み物のジュースの種類を増やしてほ
しい。
・学校の廊下にエアコンをつけてほしい。
・先生が疲れているから、何とかして。

令和７年度 注目の事業
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市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、15人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（５月下旬掲載予定）

問　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の

醸
成
策
と
し
て
、イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
は
。

答　
警
察
等
と
の
協
議
が
必

要
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
把

握
し
、
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

水
道
施
設
の 

 

耐
震
補
強

問　
能
登
半
島
地
震
の
水
道

復
旧
の
遅
れ
の
要
因
の
一
つ

に
導
水
管
の
被
害
が
あ
っ

た
。
耐
震
補
強
工
事
の
状
況

は
ど
う
か
。

答　
市
の
導
水
管
は
工
事
を

終
え
て
い
る
。
県
の
大
久
保

浄
水
場
か
ら
福
岡
浄
水
場
ま

で
の
間
に
つ
い
て
、
県
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
耐
震
化
ま
で

約
25
年
か
か
る
。

企
業
の
販
路
拡
大 

 

へ
の
支
援

問　

海
外
取
引
・
展
示
会
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
ウ
ェ
ブ

デ
ザ
イ
ン
・
ウ
ェ
ブ
広
報
な

ど
企
業
支
援
と
し
て
販
路
拡

大
や
デ
ジ
タ
ル
設
備
導
入
の

た
め
の
補
助
金
を
実
施
し
て

は
。

答　
創
業
支
援
の
補
助
金
の

対
象
経
費
に
含
ま
れ
て
い
る
。

市
職
員
の
地
域
貢
献

問　
市
職
員
が
民
生
委
員
の

活
動
を
行
う
上
で
、
地
域
貢

献
活
動
休
暇
制
度
を
導
入
し

て
は
。

答　
す
で
に
本
市
で
導
入
し

て
い
る
。
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
よ
う
制
度

を
整
え
て
い
き
た
い
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

坪
田
　
敏
孝 

議
員

公
園
遊
具
を
寄
附
で
整
備

加
藤
　
恵
一 

議
員

問　
公
園
遊
具
の
更
新
や
新

設
に
対
し
て
寄
附
を
募
っ
て

は
。

答　
他
市
で
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
寄
附
金
を
募

り
、
遊
具
の
整
備
費
用
に
充

て
て
い
る
。
他
市
を
参
考
に

研
究
す
る
。

受
験
生
応
援
の 

 

取
り
組
み

問　
合
格
祈
願
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
を
作
成
し
て
は
。

答　

本
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル

カ
ー
ド
は
、桜
の
花
び
ら
の

妖
精
で
あ
る
ふ
じ
み
ん
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
受
験
の
成
功
を
意
味
す
る

サ
ク
ラ
サ
ク
に
も
つ
な
が

り
、
縁
起
の
良
い
お
守
り
に

な
る
と
考
え
る
。

　
既
存
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー

ド
等
を
活
用
し
な
が
ら
受
験

生
を
応
援
す
る
取
り
組
み
と

し
て
検
討
す
る
。

投
票
率
向
上
の 

 

取
り
組
み

問　
期
日
前
投
票
所
で
キ
ッ

ズ
投
票
の
実
施
を
。

答　
本
市
で
は
、
親
子
連
れ

投
票
の
周
知
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。キ
ッ
ズ
投
票
も
含
め
、

将
来
の
有
権
者
の
投
票
率
向

上
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を

検
討
す
る
。

ま
ち
な
か
ア
ー
ト

問　
商
店
街
や
商
業
施
設
等

と
連
携
し
て
ア
ー
ト
制
作
を

行
っ
て
は
。

答　
各
関
係
機
関
、
団
体
と

調
整
し
検
討
を
進
め
る
。

にぎわい創出などに効果（ＪＲ長崎駅前）

一 般 質 問

問　
更
年
期
障
害
に
つ
い
て

の
市
の
取
り
組
み
は
。

答　
更
年
期
に
は
心
身
の
不

調
と
向
き
合
い
、
正
し
い
知

識
で
健
康
管
理
が
必
要
と
認

識
し
て
い
る
。

　
現
在
、
更
年
期
世
代
向
け

の
保
健
事
業
や
健
康
診
断
等

は
実
施
し
て
い
な
い
が
、
が

ん
検
診
の
継
続
と
受
診
啓
発

に
一
層
注
力
し
て
い
く
。

問　
医
療
機
関
へ
の
受
診
を

促
す
た
め
に
簡
略
更
年
期
指

数
を
活
用
し
て
は
。

答　
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
つ
ら
い
症
状
は
我
慢
せ

ず
適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

ず
更
年
期
障
害
の
正
し
い
知

識
を
得
ら
れ
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
優
先
と
考
え
る
。

身
近
な 

 

食
品
ロ
ス
対
策

問　
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
た

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
に
つ

い
て
市
の
見
解
は
。

答　
以
前
導
入
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
経
緯
が
あ
る

が
、
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

よ
り
効
果
的
な
仕
組
み
作
り

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

問　
今
後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
。

答　
食
品
ロ
ス
の
実
態
調
査

と
し
て
、
燃
や
す
ご
み
の
中

の
組
成
調
査
を

行
う
予
定
で
あ

る
。
調
査
結
果

は
市
民
へ
周
知

し
、
結
果
を
踏

ま
え
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い

て
検
討
し
て
い

く
。

更
年
期
の
女
性
へ
の 

 
健
康
支
援

古
越
　
孝
子 

議
員

問　
将
来
新
技
術
が
普
及
し

た
際
に
、
レ
ア
メ
タ
ル
を
含

む
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

は
、
財
源
確
保
の
手
段
や
地

域
企
業
と
の
連
携
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。

　
回
収
の
機
会
を
増
や
す
た

め
に
回
収
箱
を
増
や
す
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
将
来
的
に
は
先
進
的
な

企
業
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
、
回
収
箱
を
増
や
す
こ
と

な
ど
有
効
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

地
域
活
動
の
継
承

問　
地
域
活
動
は
、
活
動
し

て
い
る
人
の
思
い
が
直
接
伝

わ
る
こ
と
で
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
く
。

　
例
え
ば
中
学
生
の
活
動
の

一
環
と
し
て
、
地
域
活
動
に

積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答　
今
後
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
、
参
加
者
側
と
運
営
側

に
な
り
得
る
よ
う
な
促
し
方

が
い
か
に
で
き
る
の
か
考
え

て
い
き
た
い
。

悪
質
業
者
に
よ
る 

 

屋
根
工
事
の
点
検
商
法

問　
具
体
例
を
多
く
伝
え
て

い
く
こ
と
が
効
果
的
な
対
策

と
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
効
果
的
な
方
法
と
考
え

る
の
で
、
今
後
で
き
る
だ
け

多
く
事
例
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
き
た
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン 
 

電
池
の
回
収

金
濵
　
高
顕 

議
員

問　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附

金
で
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
や

地
域
文
化
ク
ラ
ブ
で
使
う
楽

器
を
購
入
で
き
な
い
か
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
方

法
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ

る
が
、
寄
附
は
集
ま
ら
な
い

現
状
が
あ
る
。

問　
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
楽

器
を
寄
附
し
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答　
各
校
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
市
文
化
協
会
を
通
じ
て

寄
附
を
募
る
方
向
で
あ
る
。

第
九
合
唱
の
継
続
を

問　
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周

年
記
念
事
業
で
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
第
九
の
市
民
合
唱
が

行
わ
れ
る
。
1
回
で
終
わ
る

の
で
は
な
く
、
文
化
と
し
て

継
続
す
べ
き
で
は
。

答　
実
行
委
員
会
で
は
合
唱

参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
検

討
し
て
い
る
。

中
学
生
の
防
寒
対
策 

 

と
校
則
見
直
し

問　
冬
に
素
足
や
コ
ー
ト
な

し
で
登
校
す
る
姿
を
見
か
け

る
。
タ
イ
ツ
の
着
用
禁
止
や

防
寒
具
の
指
定
が
あ
る
の
か
。

答　
タ
イ
ツ
は
全
中
学
校
で

許
可
、
コ
ー
ト
は
5
校
で
指

定
が
あ
る
。

問　
校
則
は
見
直
し
し
て
い

る
の
か
。

答　
防
寒
対
策
に
つ
い
て
こ

こ
数
年
で
見
直
し
を
進
め
て

い
る
。

　
生
徒
が
問
題
や
課
題
に
気

づ
き
、
校
則
の
見
直
し
等
、

改
善
・
解
決
に
取
り
組
む
よ

う
指
導
し
て
い
く
。

音楽を地域で応援

モバイルバッテリーは都市鉱山

身近な健康相談窓口

子
ど
も
た
ち
に
楽
器
を

民
部
　
佳
代 

議
員

ふじみ野市議会だより第 77 号〔R7.5.1 発行〕ふじみ野市議会だより第 77 号〔2025 年 3 月定例会〕 1213



一 般 質 問

市
の
情
報
発
信前

田
　
広
子 

議
員

問　

市
のYouTube

ア
カ

ウ
ン
ト
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
各
部
署

の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
ふ
じ
み
野

市
と
し
て
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

再
編
・
統
合
し
て
は
。

答　
ア
カ
ウ
ン
ト
に
一
体
感

が
出
る
よ
う
な
工
夫
を
し
、

運
用
す
る
こ
と
で
再
生
回
数

の
増
加
を
図
り
進
め
て
い
き

た
い
。

問　
ふ
じ
み
野
市
誕
生
20
周

年
を
祝
う
動
画
の
発
信
を
し

て
は
。

答　
市
の
歴
史
や
郷
土
愛
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
を
制
作
し
、
イ

ベ
ン
ト
等
様
々
な
場
面
で
活

用
し
て
い
け
る
よ
う
準
備
し

て
い
く
。

動
物
と
の
共
生

問　
同
伴
避
難
所
を
設
け
る

こ
と
の
見
解
は
。

答　
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
い
る

人
が
安
心
で
き
る
指
定
避
難

所
運
営
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問　
公
共
施
設
な
ど
に
補
助

犬
の
ト
イ
レ
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
は
。

答　
補
助
犬
ユ
ー
ザ
ー
が
利

用
し
や
す
い
環
境
を
作
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
安
心

し
て
利
用
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

職
員
の 

 

働
き
方
改
革

問　
市
職
員
の
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
受
付
時
間
の

短
縮
は
。

答　
様
々
な
働
き
方
改
革
を

検
討
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　

関
係
機
関
、

民
間
団
体
と
の
連

携
は
。

答　
支
援
事
例
と

し
て
、
県
外
か
ら

市
内
に
自
力
で
避

難
し
て
き
た
人
に

民
間
団
体
が
運
営

す
る
施
設
を
提
供
し
、
当
該

団
体
と
連
携
し
て
自
立
支
援

に
向
け
て
包
括
的
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

問　
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
で
予
約
し
や
す
い
相
談
窓

口
を
設
置
し
て
は
。

答　
今
後
、
当
事
者
の
人
が

迅
速
に
相
談
窓
口
に
つ
な
が

る
た
め
の
環
境
整
備
と
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
予

約
方
法
も
視
野
に
入
れ
て
研

究
し
て
い
く
。

安
心
し
て
子
育
て 

 

で
き
る
環
境
の
整
備
を

問　
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
の
利
用

方
法
と
し
て
、
搾
乳
も
で
き

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
案
内
板

や
表
示
の
設
置
は
で
き
な
い

か
。

答　
令
和
7
年
2
月
18
日
よ

り
、
市
内
公
共
施
設
の
搾
乳

が
可
能
な
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
に
お
い
て
表
記
を
掲
示

し
た
。

　
今
後
は
、
県
と
連
携
し
て

搾
乳
の
必
要
性
に
関
す
る
普

及
・
啓
発
を
推
進
し
、
必
要

な
人
が
利
用
し
や
す
い
環
境

整
備
に
努
め
て
い
く
。

問　

男
性
用
ト
イ
レ
の
ベ

ビ
ー
チ
ェ
ア
の
設
置
は
。

答　
設
置
し
て
い
な
い
場
合

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ

の
案
内
が
で
き
る
よ
う
表
記

の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

一 般 質 問

問　
本
市
の
歴
史
教
育
に
関

す
る
見
解
は
。

答　

学
習
指
導
要
領
等
に

の
っ
と
り
教
科
書
を
選
定
し

て
い
る
。
我
が
国
の
歴
史
や

伝
統
を
大
切
に
し
て
国
を
愛

す
る
心
情
を
養
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
各
学
校
を
指
導
し

て
い
く
。

問　
教
科
書
採
択
を
共
同
採

択
か
ら
単
独
採
択
へ
切
り
替

え
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
教
科
書
の
内
容
だ
け
で

子
ど
も
た
ち
の
歴
史
観
や
価

値
観
が
決
ま
る
訳
で
は
な

く
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て

自
分
な
り
の
価
値
観
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
生
ま
れ
る

と
考
え
る
。

　
教
育
界
で
は
教
科
書
を
教

え
る
の
で
は
な
く
、
教
科
書

で
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
教
科
書
が
全
て
で
は
な

い
と
考
え
る
。

　
一
つ
の
教
科
書
を
採
択
す

る
た
め
に
採
択
協
議
会
を
抜

け
て
本
市
単
独
で
の
採
択
は

考
え
て
い
な
い
。

在
住
外
国
人
の 

 

現
状
は

問　
在
住
外
国
人
の
人
数
は
。

答　
令
和
7
年
1
月
31
日
現

在
、
中
国
人
９
８
１
人
、
ベ

ト
ナ
ム
人
７
１
７
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
５
９
０
人
、
ネ

パ
ー
ル
人
４
９
３
人
、
韓
国

人
１
８
５
人
。
そ
の
他
の
国

の
合
計
は
７
２
４
人
で
あ
る
。

問　
本
市
に
お
け
る
市
役
所

職
員
の
外
国
人
雇
用
状
況
は
。

答　
昭
和
28
年
に
内
閣
法
制

局
が
示
し
た
公
務
員
の
基
本

原
則
に
の
っ
と
り
対
応
し
て

い
る
。

問　
保
育
士
の
処
遇
改
善
手

当
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、

保
育
士
確
保
の
具
体
化
を
。

答　
今
年
度
の
当
初
予
算
で

は
、
保
育
士
給
与
調
整
事
業

の
額
を
、
正
規
職
員
１
人
の

月
額
は
１
万
８
千
円
、
常
勤

換
算
の
臨
時
職
員
１
人
の
月

額
は
９
千
円
に
引
き
上
げ
た
。

　
さ
ら
に
、
保
育
業
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
県
の
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
協
力
の

ほ
か
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越

と
の
共
催
に
よ
る
就
職
面
接

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
様
々

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

駅
ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置

問　
進
捗
状
況
は
。

答　
鉄
道
事
業
者
に
確
認
す

る
と
、
ふ
じ
み
野
駅
と
上
福

岡
駅
で
は
ホ
ー
ム
ド
ア
新
設

の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
駅
構

内
に
資
機
材
置
場
が
設
置
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問　
市
の
財
政
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

答　
整
備
費
用
は
鉄
道
駅
バ

リ
ア
フ
リ
ー
料
金
制
度
で
得

た
資
金
を
主
な
財
源
と
し
て

整
備
を
進
め
る

予
定
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　
な
お
、
財
政

負
担
に
つ
い
て

は
現
時
点
に
お

い
て
求
め
な
い

と
、
鉄
道
事
業

者
か
ら
聞
い
て

い
る
。

問　
自
然
災
害
時
あ
る
い
は

感
染
症
対
策
の
初
動
態
勢
や

業
務
継
続
を
果
た
す
た
め
の

計
画
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市

内
事
業
者
の
現
状
は
把
握
で

き
て
い
る
か
。

答　
市
商
工
会
で
は
、
災
害

発
生
時
の
被
害
状
況
の
把

握
、
早
期
復
旧
や
支
援
態
勢

目
標
を
定
め
た
事
業
継
続
力

強
化
支
援
計
画
を
定
め
、
県

よ
り
認
定
さ
れ
て
い
る
。

問　
計
画
に
基
づ
く
訓
練
な

ど
、
課
題
と
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
。

答　
市
内
事
業
者
向
け
の
事

業
継
続
へ
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

や
、
計
画
策
定
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、
各
種
損
害
保
険
等
の
周

知
及
び
加
入
促
進
、
職
員
の

ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
研
修

会
へ
の
参
加
等
を
実
施
し
て

い
る
。

問　
介
護
事
業
所
で
は
業
務

継
続
計
画
策
定
が
義
務
化
さ

れ
て
い
る
。
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
経
過
措
置
期
間
中
の
業

者
を
除
き
、
市
内
介
護
事
業

者
で
は
全
て
の
事
業
者
が
策

定
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
特

に
感
染
症
対
策
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

経
験
か
ら
随
時
必
要
な
見
直

し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
有

効
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
然
災
害
に
つ
い
て
は
経

験
が
な
く
有
効
性
の
判
断
が

難
し
い
が
、
地
域
の
関
係
機

関
、
事
業
者
間
の
連
携
が
課

題
と
な
る
。
引
き
続
き
訓
練

等
を
確
認
し
、
指
導
及
び
助

言
を
行
う
。

問　
契
約
法
務
な
ど
に
つ
い

て
は
、
法
律
関
係
の
高
い
専

門
性
が
求
め
ら
れ
る
。
弁
護

士
を
常
勤
職
員
と
し
て
採
用

す
べ
き
で
は
。

答　
県
内
で
は
、
川
越
・
所

沢
な
ど
５
市
で
採
用
し
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
法
的
問

題
の
変
化
を
注
視
し
、
弁
護

士
の
常
勤
採
用
に
つ
い
て
も

選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
慮

す
る
。

入
間
基
地
の 

 

低
空
飛
行
問
題

問　
入
間
基
地
な
ど
の
低
空

飛
行
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の

後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
自
衛
隊
機
の
低
空
飛
行

訓
練
は
中
止
し
、
米
軍
に
低

空
飛
行
を
行
わ
な
い
よ
う
求

め
る
こ
と
、
航
空
祭
等
に
つ

い
て
は
重
大
事
故
に
つ
な
が

る
市
街
地
上
空
で
の
低
空
飛

行
展
示
は
行
わ
な
い
こ
と
な

ど
を
要
望
し
た
。

　
引
き
続
き
、
県
基
地
対
策

協
議
会
を
通
じ
て
、
入
間
基

地
周
辺
の
市
町
と
共
同
で
要

望
し
て
い
く
。

公
共
下
水
道
管
の 

 

維
持
管
理

問　
道
路
の
空
洞
調
査
や
カ

メ
ラ
に
よ
る
管
内
の
調
査
の

状
況
と
財
政
上
の
見
通
し
は
。

答　
主
要
道
路
に
つ
い
て
は

調
査
点
検
を
実
施
し
た
。
深

さ
３
ｍ
程
度
が
限
界
だ
が
、

二
次
調
査
も
行
い
、
全
て
の

空
洞
を
発
見
し
修
繕
し
た
。

　
財
源
は
、
全
国
市
長
会
で

国
に
提
起
し
て
い
く
。

川
畑
　
京
子 

議
員

困
難
な
問
題
を

抱
え
る
女
性
へ
の
支
援

国
に
誇
り
が
持
て
る 

 

歴
史
教
科
書
を川

島
　
秀
男 

議
員

認
可
保
育
園
等
の

保
育
士
の
確
保
を

床
井
　
紀
範 

議
員

搾乳は赤ちゃんの駅でも

鈴
木
　
啓
太
郎 

議
員

災
害
時
の

事
業
継
続
計
画
は

市
職
員
と
し
て

弁
護
士
の
採
用
を

塚
越
　
洋
一 

議
員
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問　
も
の
を
書
く
力
が
身
に

つ
か
な
い
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト

に
対
す
る
対
策
は
。

答　
学
習
画
面
や
学
習
法
等

に
応
じ
て
紙
と
デ
ジ
タ
ル
を

併
用
し
、
正
確
に
文
字
を
書

く
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
タ
ッ
チ

ペ
ン
を
購
入
し
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
手
書
き
で
き
る
教
育
環

境
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

市
立
児
童
発
育
・
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題

問　
専
門
職
の
継
続
性
の
確

保
は
。

答　
発
育
や
発
達
に
不
安
の

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
、
適
切

な
療
育
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
十
分
な
力
量
の
あ
る
事
業

者
を
選
定
し
、
契
約
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

自
転
車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

計
画
と
市
民
の
安
全

問　
計
画
の
進
捗
は
。

答　
福
岡
中
央
公
園
付
近
な

ど
に
矢
羽
根
型
路
面
標
示
の

自
転
車
指
導
レ
ー
ン
を
設
置

し
、
達
成
率
は
約
14
・
６
％

で
あ
る
。

問　
自
転
車
の
通
行
方
法
の

周
知
は
。

答　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

補
聴
器
利
用
で 

 

健
康
寿
命
を
伸
ば
す

問　
検
診
に
聴
力
検
査
を
加

え
、
難
聴
の
専
門
医
に
つ
な

げ
る
機
会
を
。

答　
早
期
発
見
・
早
期
受
診

促
進
の
取
り
組
み
と
、
補
聴

器
相
談
医
の
い
る
医
療
機
関

の
周
知
を
進
め
て
い
る
。

一 般 質 問

問　
上
福
岡
駅
西
口
駅
前
の

公
衆
ト
イ
レ
は
仮
設
の
ま
ま

20
年
が
経
つ
。
き
ち
ん
と
整

備
を
し
て
は
。

答　
上
福
岡
駅
は
ま
ち
の
玄

関
口
で
あ
る
。
駅
舎
の
更
新

計
画
等
を
見
据
え
つ
つ
、
優

先
順
位
を
高
め
、
何
と
か
し

て
い
き
た
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン 

 

電
池
の
安
全
な
回
収
を

問　
発
火
性
危
険
物
の
分
類

を
作
り
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
充

電
式
小
型
家
電
な
ど
と
一
緒

に
回
収
し
て
は
。

答　
他
市
の
先
進
事
例
等
を

調
査
し
、
事
故
が
な
く
な
る

よ
う
有
効
な
収
集
方
法
を
引

き
続
き
検
討
す
る
。

出
生
届
の 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
を

問　
国
は
、
令
和
8
年
度
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
目
指
し
て

い
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

国
の
動
向
に
注
視
し
、

出
生
届
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の

実
施
に
向
け
、
適
切
に
対
応

し
て
い
く
。

イ
ン
フ
ラ
整
備 

 

基
金
の
創
設
を

問　
老
朽
管
の
更
新
ペ
ー
ス

が
経
年
劣
化
に
追
い
つ
い
て

い
な
い
。
安
定
的
で
持
続
的

な
上
下
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
た
め
、
基
金
を
創
設
し

て
は
。

答　
直
ち
に
基
金
の
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、

特
定
の
年
度
に
多
額
の
財
政

出
動
が
見
込
ま
れ
る
場
合
も

あ
り
う
る
の
で
、
慎
重
に
調

査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
八
潮
市
の
道
路
陥
没
を

受
け
本
市
の
現
状
は
。

答　

県
で
管
理
す
る
口
径

２
千
㎜
を
超
え
る
管
き
ょ
の

緊
急
点
検
を
実
施
し
た
。
市

内
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
管

き
ょ
に
異
常
は
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

　
八
潮
市
の
原
因
と
な
っ
た

管
き
ょ
と
比
較
し
て
、
浅
い

位
置
に
あ
り
口
径
が
小
さ
い

た
め
同
様
の
事
故
が
起
こ
る

可
能
性
は
低
い
が
、
引
き
続

き
目
視
点
検
と
管
路
調
査
を

実
施
し
て
い
く
。

問　
上
野
台
銀
座
商
店
会
周

辺
の
道
路
改
修
は
。

答　
か
つ
て
カ
ラ
ー
舗
装
し

た
道
路
は
劣
化
が
著
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
整
備
を
し
て

い
き
た
い
。

小
・
中
学
校
校
庭
の 

 

水
は
け
の
改
善
を

問　
花
の
木
中
学
校
は
昨
年

度
ぬ
か
る
み
が
ひ
ど
く
、
体

育
祭
が
二
度
延
期
さ
れ
た
。

ぬ
か
る
み
や
デ
コ
ボ
コ
解
消

に
向
け
て
の
対
応
は
。

答　

市
内
一
部
学
校
で
は
、

一
時
的
に
校
庭
に
雨
水
を
溜

め
置
き
、
水
路
や
河
川
等
へ

一
気
に
流
出
し
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。

　
花
の
木
中
学
校
校
庭
も
同

様
の
機
能
を
有
し
て
い
る

が
、
長
年
の
使
用
等
に
よ
り

中
央
部
分
が
低
く
な
り
、
水

た
ま
り
や
ぬ
か
る
み
が
生
じ

や
す
い
。

　
令
和
7
年
度
に
校
庭
用
の

砂
を
補
て
ん
し
、
表
面
排
水

を
促
す
等
の
修
繕
対
応
を
行

う
計
画
を
し
て
い
る
。

一 般 質 問
問　
令
和
２
年
の
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

に
向
け
た
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
の
道
路
交
通
に
つ

い
て
は
、「
車
の
交
通
量
が

多
い
の
で
危
険
を
感
じ
る
箇

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
の
問

い
に
「
そ
う
思
う
」「
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
」

の
割
合
は
約
74
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、「
歩
道
の
設
置
が

十
分
さ
れ
て
い
る
」
の
問
い

に
「
そ
う
思
う
」「
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
そ
う
思
う
」
の

割
合
は
約
28
％
の
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら

道
路
整
備
が
進
ん
で
い
な
い

こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
近
隣

他
市
の
予
算
と
比
較
し
て
ど

う
か
。

答　
市
の
面
積
が
近
い
10
㎢

か
ら
20
㎢
の
富
士
見
市
、
朝

霞
市
、
戸
田
市
な
ど
８
自
治

体
の
平
均
と
比
較
す
る
と
、

令
和
４
年
度
で
は
人
口
１
人

当
た
り
で
は
8
自
治
体
の

３
万
７
０
２
２
円
に
対
し
、

本
市
は
３
万
５
８
６
６
円
、

令
和
５
年
度
で
は
人
口
１
人

当
た
り
で
は
８
自
治
体
の

３
万
３
０
０
９
円
に
対
し
、

本
市
は
３
万
１
３
４
０
円
で

あ
り
少
し
下
回
っ
て
い
る
。

他
市
と
比
較
し
て
も
低
い
水

準
で
は
な
い
。

大
規
模
災
害
に
備
え

問　
新
た
な
物
流
施
設

と
の
災
害
協
定
は
。

答　
今
後
、
入
居
す
る

テ
ナ
ン
ト
企
業
の
業
種

等
を
精
査
し
、
協
定
の

締
結
に
向
け
研
究
す
る
。

まちづくりの基本方針

き
れ
い
な
公
衆
ト
イ
レ
を

小
林
　
憲
人 

議
員

タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
の

課
題
を
踏
ま
え
た
改
善
を

足
立
　
志
津
子 

議
員

安
心
し
て
通
行
で
き
る

市
内
の
道
路

鈴
木
　
宏
樹 

議
員

土
木
費
予
算
が
少
な
い

原
田
　
雄
一 

議
員

　インターネットは大人のみならず青少年にとっても欠くことのできない情報ツールで
す。その一方で、誰もが閲覧可能なホームページにも青少年にふさわしくない有害情報に
つながる広告が表示される事例が数多く報告されており、青少年の健全育成に大きな問題
となっています。
　国はインターネット関連事業者に対して青少年を有害情報から守るガイドラインの策定
を働きかけ、安全なインターネット環境を整備することを強く求めます。
� 送付日：令和７年３月19日（主意抜粋）

青少年有害情報へ誘導するインターネット広告の規制を求める意見書

有害なインターネットの情報から子どもを守ろう

ふじみ野市立児童発育・発達支援センターふじみ野市立児童発育・発達支援センターを調査を調査
生活・福祉常任委員会生活・福祉常任委員会

令和4年度に公設化されたふじみ野市立児童発育・発達支援センターの
視察調査を令和7年2月 3日に実施しました。

　センターでは、発達総合相談支援事業を市が行い、療
育部門等専門的支援事業をふじみんたんぽぽ園が行って
いる。
　園での節分行事では鬼にふんした職員が子どもたちが
楽しめるように工夫していた。
　また、親子支援事業であるさくらんぼ教室は、療育の
窓口となり、保護者が孤立感から抜け出せる場所でも
あった。センターが地域の中核施設としての役割を担い、
切れ目のない支援を目指していることを確認した。 普段聞けない業務を学ぶ

上福岡駅西口駅前の公衆トイレ

矢羽根マークは自転車用

傷んだ舗装の修繕を

意見書
全員賛成で可決
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編集委員が
インタビュー !

ヴァイオリン職人を目指したきっかけは。
元々モノづくりは好きでしたが、高校生の時
にイタリアで活躍している有名なヴァイオリ
ン職人の個展に行く機会があり、そのとき職
人という道があると勧められました。２年間
働いてお金を貯めてから東京のヴァイオリン
製作学校を出てイタリアで学びました。
弾くのも得意ですか。
実は僕は弾けません。作るのが専門です。
薄暗い仕事場ですね。どうしてですか。
光を当てて影ができると細かい傷が見やすく
なるんです。
数億円するようなヴァイオリンもあります
が、価格は何で決まるのですか。
数億円するものは骨董品的価値と美術品とし
ての価値です。僕が作る新しいヴァイオリン
も音を出せる美術品として何百年後か先にそ

うなってくれればうれしいです。
全てオーダーメイドですか。
オーダーで受けていますが、修理も多いので
お店に卸すほど数が作れません。
市に一言。
子どもの頃からヴァイオリンに親しむきっか
けがあるといいと思
います。市内に指導
者が少ないようです
が、弾きたい人はい
ると思います。体験
教室などがあるとい
いですね。楽器のメ
ンテナンスも必要な
ので、継続的にやる
なら協力もできます。

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ
ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ

ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

表紙：働く人シリーズに寄せて

ヴァイオリン職人ヴァイオリン職人  に伺いましたに伺いました

議会広報常任委員会

編集後記
新年度を迎え、気持ちを新たにスタートされている

人も多いことと思います。
今年はふじみ野市誕生20周年となり、記念事業や

イベントが多数予定されています。それらの様子も盛
り込みながら、議会の内容や情報を分かりやすくお伝
えしていきたいと思います。
さて、市議会だよりの編集を行っている議会広報常

任委員会のメンバーも今号をもって入れ替わります。
表紙の題字を書いてくれた中学校の生徒さん、また

働く人シリーズや様々な企画の取材にご協力いただい
た皆さん、そして読者の皆さんに改めてお礼を申し上
げます。
これからも「市民と議会のパイプ役」となるよう尽

力していきます。どうぞご愛読のほど、よろしくお願
いいたします。� （鈴木　美恵）

３月定例会の傍聴者は23人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映や SNS もご覧ください。

ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：５月30日 午前9：30～

請願締切予定：５月20日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

表紙の題字を書いてくれた人
福岡中学校３年  栗

くり
原
はら

 みのりさん

　私は児童センターや公園など、子どもがたくさ
ん遊べる場所が充実しているふじみ野市が大好
きです。特に東児童センターは私が小さいころか
ら何度も遊びに行っている思い出の場所です。

検索

市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。

 委 員 長　鈴木　美恵
　委　員　田中　早苗
　委　員　川島　秀男
　委　員　民部　佳代

副委員長　床井　紀範
　委　員　古越　孝子
　委　員　板倉　　篤

池
いけぶち
渕　考

こうすけ
介 さん
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